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いちご萎黄病の防除対策について

いちご萎黄病が県内の広範囲で発生しています。今後の発生に注意し、下記の点に留意して防

除指導をお願いします。

記

１．発生状況

（１）１１月上旬の巡回調査（２７筆）の結果、発生は認められなかった（平年の発病株率

０.０％、平年の発生圃場率０.０％）。

（２）病害虫防除所への診断依頼では６月～１１月の診断のうち２３件（平年５件）が萎黄病と

診断され、平年より多い傾向である（図）。

（３）病害虫防除員によると県内の広域で発生が目立っている。

図　萎黄病の月別診断件数（H17.11.10現在）
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２．防除対策

（１）本圃

ア 発病および枯死した株は感染源となるので速やかに圃場外に持ち出し、圃場周辺に放置

しない。

イ 土壌伝染性の病害なので、発生圃場では次年度の定植前に土壌消毒を必ず行う。

（２）親株

ア 親株には無感染株（発病していない株）を使用する。

イ 発病株は速やかに除去し、親株床に放置しない。


